














































































で，前記案件を貴族院に送付したと伝えている (65.10.22; n， 184)。その上，










るように求めている (65.1.2 ; n， 185-6)。また捕獲品の横領を防止する法
案も上程された(14) (65.10.22; n， 184)。他にオランダに在住し，国王に背く
者の私権を剥奪する法の成立も伝えている (65.1.2 ; n， 185)。
短期とは言え，議会で審議されたのは戦争関係のものばかりではなかった。
マーヴェルによれば， 10の案件が庶民院を通過したとされるが (65.11.2 ; n， 
185)，なかでもマーヴェルの胸を最も痛めたと思われるのは非国教系の聖職者













































































































































































































































































































































































































18 ; l， 220)，結局，弾劾の対象となったのはマーヴェルの報告による限り，
クラレンドン以外には，チャタムの惨敗の直接の責任者(Commissioner )の
-132 (132)-














































































































































































( 1 )正しくは， Kingston upon Hullだのす，ここでは略称を使う。




うに 1月1日を年の始まりとする。したがって 1 ~ 3月の暦年は読み変えることになる。
( 5 )ただし， 65. 10. 15づけの書簡によると，会期前(10.9以前)の書簡があるらしい。
I， 183. 
( 6) Jones， (1980)， 53. 
( 7) Chernaik， 64. 
(8) The Lαst Instructions toαPαinter， Grosart， I，253ff..またLord，I， 99ff .
前者は校訂不十分のようである。邦訳，吉村， 324以下。また， この詩をめぐる状況に
ついても，吉村， 321以下を参照。







平均 127 158 161 
最高 155 283 322 
Browning， 956. 
庶民院の議員数は509.













とを確認している (6.9.29 ;臼田，四， 362)。しかし，まもなく，それ以外に， 239万ポ




(22) Chandaman， 39. 
(23) Lord， 98. 
(24) Chandaman， 41. 
(25)炉税を，マーヴェル，ピープスともに，'hearth tax'と呼ばず， 'chimney -money'とし
ている。











書いている (67.1.9 ; Pepys， I， 389)。
(32)禁止法実施5カ月後，アイルランドの家畜輸出貿易は潰滅的となった。 Seaward，296. 








(36) Account 01 The Groωth 01 Popery αnd Arbitrαry Government in E.ηgland， 


































る (Pepys，67.7.25 ; m， 18)。なお，注(12)を参照。
(40)講和成立は7月31日である。
(41) Jones， (1987)， 189. 
(42)チャールズに苦汁をなめさせられたこともある「日和見主義者」ハリファックス(Hali-
fax the Trimmer)は，その遺著，A Chαrαcter 01 K ing Chαrles I， 1750で，チャー
ルズのプロフィルをヴイヴイドに描いている。





















に国王のメッセンジャーにすぎないという印象を与える。 (67.7.25; Pepys， m， 18) 
(47)議会なしで，国王，ヨーク公は何ができょうか，と『日記』に書いている (67.7.29; 
ibid.， 23)。
(48)国王および国璽尚書の演説は， Cobbett， N， 36f .
(49)議会側の国王への答礼はibid.，368f. この謝辞は両院共同である。なお， ピープスの
伝えるところでは，謝辞にクラレンドン問題を含めることに反対の議員がいて，解任の事












(54) Ogg， 317. 
(55)拙稿(1994)，44。
(56)マ}ヴェルの海外志向をイギリス政界からの逃避とみた，前掲拙稿， 45以下。
(57) Keeble， (Condren et al.， eds.)， 122. 
(58) Pepys， 67.10.31 ; I， 100. これは親しい庶民院議員の言を記録したものである。
(59)一般消費税は，前代未聞の極悪な怪物とされている。吉村， 331. (同書では物品税と
記されている)。
(60) Lord， 9.ただし，印刷ではなく，写しが， 69年頃，流布された可能性もある， Legouis， 
137fn.1.なお，ピ}プスが筆写するために友人から借りた『画家への第3の助言.1 (1666 
年，マーヴェル作とも言われる)は，関係の印刷業者が発覚し，処罰されている。 Pepys，
67. 1 .20 ; I， 392fn .
(61) Roberts， 173. 
(62) Ibid.， 171 ~72. 
(63) Ibid.， 170~71. 
(64) Ogg， 317. 
(65) Kenyon， 389. 
(66) Seaward， 281. 

















(70) Ibid.， 137 ff. 




(74) Roberts， 159. かれらこそは「国民のパックボーンであり，庶民院の多数を形成して










(76) Henning， I， 394. 
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